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１ は じ め に

あきたこまちでは、主茎と１次分げつ３号から６

号を確保すると整粒歩合が高く、玄米タンパク含有

率が低くなるため、高品質安定生産につながる（金

ら2003）。しかし、米価の長期低落と育苗に係る資

材費の変動が大きく、省力・省資材化による低コス

ト生産のため、生産現場における栽植密度の低下傾

向が顕著になっている（秋田県2009）。このため田

植え時期の温度確保の厳しい県北地域において、栽

植密度の現状とその低下に伴う水稲生育と収量への

影響を検討した結果、安定生産に資する知見を得た

ので報告する。

２ 試 験 方 法

(1)県北地域の栽植密度

県北地域普及指導課のあきたこまち定点調査ほ19

88～2009年データから、調査圃場の栽植密度を平均

して年次別栽植密度として示した。

(2)栽植密度低下の影響解析

大館市比内試験地における2000～2009年データによ

って解析。平均栽植密度は、24.3～19.9株/m2。試

験場所及び供試品種は大館市比内 (礫質灰色低地

土)、品種あきたこまちである。耕種概要として、

基肥は0.7 kg/a (N、P2O5、K2Oの３成分共通)、追

肥は減数分裂期にN成分で0.2 kg/aを施用。播種量

は乾籾100g/箱として、ビニールハウス内で無加温3

5日育苗した中苗を用いた。移植時期は５月10～12

日、機械移植である。

葉数は、不完全葉を除いたｎ葉を調査した。分げつ

調査は、１株４本植えで１株内の１個体について調

査し、10個体の発生数で示した。大館市比内試験地

の気温は、大館市アメダス計測値を用いた。

３ 試験結果及び考察

(1)県北地域の栽植密度

県北地域における栽植密度は、1988年から概ね漸

減していて、ここ３年は21株/ｍ２を下回る栽植密度

であった。平均栽植密度は1988年から３か年が22.9

株/ｍ２に対して、2007年から３か年が20.6株/ｍ２と

なり、平均では2.3株/ｍ２の減少となっていること

が判明した（図1）。

(2)比内試験地の移植日から10日間の平均気温と茎

数増加比

移植日から10日間の平均気温は、14℃を下回る年

次が５か年あった。移植日から10日間の平均気温と

6/18、6/25の茎数増加比には、有意な正の相関関係

が認められた（図2）。１株内の茎数推移について

みると、茎数増加比は6/10では葉数6.6～7.0葉で1.

5～4.0、6/18では葉数8.5～9.4葉で2.8～6.4、6/25

では葉数9.0～10.2葉で3.9～7.3、7/5では葉数10.3

～11.3で6.2～8.3であった（図3）。

(3)比内試験地の栽植密度と水稲生育との相関関係

栽植密度と6/18、6/25、7/5のｍ２あたり地上部乾

物重、栽植密度と6/18、6/25のｍ２あたり窒素吸収

量との間には有意な正の相関関係が認められた。栽

植密度と窒素含有率には有意な相関関係は認められ

なかったが、栽植密度に伴い7/5の稲体窒素含有率

は高くなる傾向を示した（表1、図4）。

(4)比内試験地の栽植密度と収量関係

収量関係では、栽植密度の増加に伴い全重は増加

傾向にあるが、玄米重は栽植密度22株/ｍ２程度で多

収であると推察された（図5）。

４ ま と め

中苗移植では、移植日からの低温によっては第３

号、４号１次分げつの100％確保について困難な年

次があった。この場合は２次分げつが発生し始める

6/25頃までの茎数増加に影響すると推察された。検

討した範囲の栽植密度の低下は、ｍ２あたり地上部

乾物重、ｍ２あたり窒素吸収量が低下するものの、

玄米重への影響は認められなかった。栽植密度の低

下を伴う栽培技術の導入にあたっては、中苗では１

次分げつである３号、４号を確実に確保できる技術

確立が前提とみられた。今後とも栽植密度と水稲生

育と収量への影響を注視していく必要がある。
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図１ 県北地域の栽植密度の推移 図２ 移植日から10日間の平均気温と茎数増加比

（普及指導課定点1988～2009年より作成） （比内試験地2000～2009年）

表１ 栽植密度と時期別水稲生育との相関関係の有意性

（農試比内試験地データ）

図３ 葉数と株内茎数増加比（比内試験地2000～2009年）

注）茎数増加比＝調査時の茎数/植込み４本、図中の

波線は、茎数目標域

図４ 栽植密度と稲体窒素濃度 図５ 栽植密度と全重及び玄米重

（比内試験地2000～2009年） （比内試験地2000～2009年）
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